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１．行動計画 

 

【現状と課題】 

泡盛製造業は、沖縄の貴重な地場産業として、雇用の確保や地域経済の振興等に重要な役

割を果たしています。 

しかし、沖縄県酒造組合、泡盛酒造所を始めとする泡盛製造業関係者による、琉球泡盛の

消費拡大に向けた取組みにもかかわらず、近年、出荷数量が減少傾向にあるなど、厳しい状

況に置かれています。 

こうした中で、2018 年４月、これまで、国、県、関係団体がそれぞれに支援してきた琉

球泡盛の輸出に向けた取組みを官民一体となって推進促進するため、「琉球泡盛海外輸出プ

ロジェクト」を立ち上げ、琉球泡盛の輸出拡大への課題に取り組み、泡盛酒造所の海外輸出

に向けた取組みを官民一体となって後押ししてきました。 

その結果、2019 年には総輸出数量が約 44キロリットルと、2017 年の 29 キロリットルと

比べて約 1.5 倍にまで増加するなど、取組みの成果は着実にあがってきました。2020 年は

新型コロナウイルス感染症の感染拡大等により、約 36 キロリットルに減少したものの、

2022 年には約 70 キロリットルと 2017 年の約 2.4 倍となり、過去最高となりました。しか

し 2023 年は主に在庫調整や景気後退も背景に、主に中国や米国向けが落ち込んだこと等か

ら、37 キロリットルと、前年を大きく下回る結果となりました。そして、目標最終年であ

る 2024 年については、45 キロリットルと、前年からは増加したものの、景気回復の遅れ等

の影響により、輸出数量 100 キロリットルには届かない結果となりました。 
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近年、消費者の嗜好の多様化により、泡盛由来のリキュール等が嗜好され、製造業者もこ

うした商品の製造・販路拡大に注力していることから、海外輸出に向けた取組を後押しし

てくにあたり、2025 年以降の当該目標を、これまでの純粋な泡盛だけではなく、泡盛由来

のリキュール等も含め 2026 年までに輸出数量 100 キロリットルにしたところ、2025 年の

泡盛輸出数量は、泡盛由来のリキュール等も含め 87 キロリットル（速報値）の見込みであ

ることから、2026 年までの目標達成に向け、以下の取組みを着実に進める必要があります。 

 

【プロジェクトの取組み】 

「琉球泡盛海外輸出プロジェクト」では、引き続き、琉球泡盛の輸出拡大への課題に取り

組み、泡盛酒造所の海外輸出に向けた取組みを官民一体となって後押ししていきます。 

また、「農林水産物・食品の輸出拡大実行戦略～輸出拡大等による「海外から稼ぐ力」の

強化～」（2025 年５月 農林水産物・食品の輸出拡大のための輸入国規制への対応等に関

する関係閣僚会議改訂）において、本格焼酎・泡盛のさらなる輸出拡大のためには、継続的

な取引の実現に向け、市場調査や事業者へのフォローアップ等を通じ、商慣行・流通実態に

より踏み込んだ支援を実施する必要があるとされました。 

国内外の状況も踏まえつつ、2026 年以降の輸出量を最大限増加させるべく、これまでの

「訪日外国人に対する視点」、「海外市場に対する視点」、「具体的な商流につなげるビジネス

の視点」といった３つの視点での取組みの強化・深化を進めていくとともに、引き続き非対

面・遠隔での取組みも推進していきます。 

 

① 訪日外国人に対する視点 
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 「本格焼酎・泡盛の輸出基本戦略」（2025 年 1 月改訂 日本酒造組合中央会）にある

ように、インバウンド（訪日観光客や在日外国人）への対応は、将来の輸出に結び付く

可能性が高いことから、酒蔵ツーリズム®分野における取組みを進めていきます。 

 さらに、外国人が現地で「泡盛ファン」（＝インフルエンサー）、「泡盛ジンブナー」(＝

泡盛大使)として、琉球泡盛の普及につなげることができるように、現地での情報提供や、

提供者・販売者への支援に向けて取組みを進めていきます。 

②海外市場に対する視点 

 琉球泡盛は、ウオッカ、ジン、テキーラなどと並んで、世界的な「ハードリカー」と

しての可能性を秘めています。琉球泡盛の北米、欧州の市場への浸透を図るために、「テ

ロワール」や、空手や琉球料理を始めとする沖縄の歴史や文化も含め、ターゲットを絞

ったプロモーションを進めることにより、琉球泡盛の認知度向上に向けた取組みを進め

ていきます。 

③具体的な商流につなげるビジネスの視点 

 琉球泡盛の海外での販路拡大に向けて、インポーターやディストリビューターなど輸

出入のノウハウ・販路を有する様々なビジネスセクターと泡盛事業者とのマッチングと

いったビジネスサイドが主体となった取組みを促進していきます。 

 

【会員の取組】 

 プロジェクト会員は、３つの視点を踏まえながら相互に連携し、それぞれが以下の取組

みを行います。 

（１）情報発信の強化 

・沖縄県酒造組合の公式サイト「琉球泡盛」で、インバウンドの観光客及び海外消費者

を対象に、琉球泡盛の基礎的な情報を伝えるための、多言語対応した酒造所ごとの紹
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介 PV動画とともに、各地域と各酒造所を組み合わせたオンライン観光施策など、オン

ラインとオフラインを結びつけるコンテンツの発信に努めていきます。（沖縄県酒造

組合） 

・海外プロモーション事業において、琉球泡盛の情報発信、「泡盛ツーリズム」の推進を

行います。（（一財）沖縄観光コンベンションビューロー） 

・国税庁等の施策において、酒造技術の専門家である鑑定官をプロジェクト会員が所属

する機関が実施するセミナー等に講師派遣し、琉球泡盛の歴史や製法等、施策の目的

に沿った説明を実施することで情報発信の強化を図ります。（国税庁、沖縄国税事務所） 

・あらゆる機会を捉えて、プロモーションのターゲットを絞って琉球泡盛の魅力を効果

的に伝えることで、琉球泡盛の国際的認知度を向上させ、販路開拓につなげます。（国

税庁、沖縄国税事務所） 

・海外の酒類関連見本市・商談会への出品や、日本国内（特に沖縄）への海外バイヤー 

招へいの機会等を活用して、琉球泡盛の海外情報発信を行い、琉球泡盛の輸出促進を

図ります。（（独）日本貿易振興機構） 

・海外事務所及び委託駐在員のネットワークを活用し、現地における琉球泡盛に関する

情報発信を積極的に行います。（（公財）沖縄県産業振興公社、沖縄県） 

・ポータルサイト等を活用し、本プロジェクトに関する情報、支援施策等について、一

元的な情報発信を行います。（プロジェクト事務局） 

・国際大会・イベントを通じ、琉球泡盛の情報発信を行います。（沖縄県酒造組合、沖

縄国税事務所） 

・泡盛等の製造に受け継がれたユネスコ無形文化遺産「伝統的酒造り」について、情報

発信を行います。（国税庁、沖縄国税事務所） 

 

（２）効果的な販路拡大・市場拡大 
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・インバウンドや在沖外国人をターゲットとした、泡盛業界の国内外ブランディングに

対応したグランドデザインを作成し、泡盛業界の課題や将来の方向性、また中長期戦

略の整理などを行います。(沖縄県酒造組合） 

・各国のバイヤーが来場する大型酒類展示見本市として、ツーリズム EXPO への出典や沖

縄の大交易会などへ出展への調整及び支援を図っていきます。（沖縄県酒造組合、沖縄

県） 

・インバウンド観光客に向けた、琉球泡盛の普及啓発及びブランド向上を促すために、

泡盛タイアップ施策（泡盛ツーリズム）を図ります。（沖縄県酒造組合） 

・沖縄大交易会、海外事務所による現地サポートなど沖縄県産業振興公社の有する中小

企業支援メニューを最大限活用し、泡盛酒造所の海外展開・市場拡大を支援します。

（（公財）沖縄県産業振興公社） 

・海外プロモーション事業において、琉球泡盛の情報発信、「泡盛ツーリズム」の推進を

行います。（（一財）沖縄観光コンベンションビューロー）【再掲】 

・台湾での泡盛取扱い業者への輸出とその業者と県内メーカーとの調整を行います。

（（株）沖縄県物産公社） 

・泡盛製造業者の事業展開に必要な資金（工場建設、製造機械購入、長期運転資金、海

外展開等）に対して、貸付利率、貸付期間、据置期間及び貸付限度額を優遇している

貸付制度を設けており、泡盛製造業者の個別の資金需要に対応します。（沖縄振興開発

金融公庫） 

・沖縄県産酒類に係る酒税の軽減措置が段階的に縮小、廃止されることになり、まず令

和５年 10 月からアルコール度数が 45 度を超える「泡盛」(原料用アルコール)等の軽

減率が引き下げられたことを踏まえ、これらの酒類を対象として、海外販路開拓・拡

大のための市場調査や消費者動向調査等を実施します。（内閣府沖縄振興局） 
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・併せて、軽減措置が適用されている全ての製造業者への実態調査を行い、海外展開等

の要望についても把握し、対応策を検討します。（内閣府沖縄振興局） 

・沖縄総合事務局が有する支援メニューの活用、関係機関との連携を行い、海外への販

路拡大を図る企業の取組みを支援します。（内閣府沖縄総合事務局） 

・輸出に積極的な泡盛事業者に対し、琉球泡盛を効果的に PR できる国際的な酒類展示

見本市への出展支援を行い、海外バイヤーとの輸出取引成立に向けた支援も行うこと

で販路拡大を図ります。（国税庁） 

・海外の酒類関係者に対して、オンライン等を活用し、琉球泡盛の魅力等を伝えます。

更に、海外での消費者向けプロモーションを開催し、琉球泡盛の認知度向上・市場拡

大に繋げます。（国税庁、沖縄国税事務所） 

・輸出に関心のある事業者に対し、海外見本市への出展、国内外の商談会の開催、セミ

ナー開催、専門家による相談対応等による輸出の成約に向けた取組みを支援するほか、

海外における日本産農林水産物・食品のブランド構築に向けた海外消費者向け戦略プ

ロモーションの取組みを支援します。（農林水産省、（独）日本貿易振興機構、JFOODO） 

・主要な輸出先国・地域において、輸出支援プラットフォームを運営し、現地において

現地系をはじめとする未開拓の現地商流の開拓、現地事業者とのネットワークの構築、

食品産業の海外ビジネス展開に向けたサポート体制の強化等、現地発の取組を通じて

輸出事業者等を包括的に支援します。（農林水産省） 

・輸出促進法に基づく認定農林水産物・食品輸出促進団体である日本酒造組合中央会が

行う、輸出課題の解決や新規輸出先の開拓・多角化等、業界全体の輸出力強化に向け

て行う取組等を支援します。（農林水産省） 
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・泡盛業界の関心の特に高い国・地域等を対象に、セミナー等による情報提供や展示会・

商談会出品支援に取り組みつつ、特に個社支援を行うことで琉球泡盛の着実な輸出増

加を図ります。（（独）日本貿易振興機構） 

 

（３）品質・技術の向上／人材の育成 

・琉球泡盛の品質・技術の向上および、魅力を伝えることのできる人材の育成を図って

まいります。（沖縄県酒造組合） 

・インバウンドの蔵見学またはツーリズムによる消費および購買につなげるための情報

発信および PR 方法などノウハウの習得支援を図ります。(沖縄県酒造組合 ) 

・海外市場における琉球泡盛の認知度を向上させるためには、魅力的で現場ニーズに即

したプロモーションや PR 手法が必要になる。現地の動向把握や策定した琉球泡盛の

ブランディング戦略を継続し、展示会・商談会による実践(OJT)を通し、知識と技術の

定着を図り、海外市場を開拓できる人材育成を行います。(沖縄県酒造組合) 

・酒類販売業者に対する研修や意見交換等の実施により、外国人に対する販売力の強化

に取り組みます。（沖縄県卸売酒販組合、沖縄県小売酒販組合、沖縄県酒造組合、沖縄

国税事務所） 

・品質評価を通じて、泡盛酒造技術の発展及び品質の向上を図るとともに、その結果を

国内外の消費者に対して公表し、その他にも消費者に対して有用な情報を多言語発信

します。（沖縄国税事務所） 

・泡盛製造業者の事業展開に必要な資金（工場建設、製造機械購入、長期運転資金、海

外展開等）に対して、貸付利率、貸付期間、据置期間及び貸付限度額を優遇している

貸付制度を設けており、泡盛製造業者の個別の資金需要に対応します。（沖縄振興開発

金融公庫）【再掲】 
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（４）ブランド力の向上 

・琉球泡盛の価値を明確化し、組合員へ一貫した取組みを促していくことで、琉球泡盛

の「ブランディングの基礎構築」に取り組んでいきます。（沖縄県酒造組合、沖縄県） 

・地理的表示（琉球）を活用したブランド力向上を図る普及啓発活動を行います。（沖縄

県酒造組合、国税庁、沖縄国税事務所） 

・海外市場における嗜好・ニーズを的確に把握するとともに、海外のニーズも踏まえた

商品のブランド化等を通じ、輸出に積極的にチャレンジする琉球泡盛製造業者等の取

組みを支援します。（国税庁、沖縄国税事務所） 

・古酒の更なるブランド力向上を推進していくために、古酒の魅力の情報発信を実施し

ていきます。（沖縄県酒造組合） 

・泡盛製造業者の事業展開に必要な資金（工場建設、製造機械購入、長期運転資金、海

外展開等）に対して、貸付利率、貸付期間、据置期間及び貸付限度額を優遇している

貸付制度を設けており、泡盛製造業者の個別の資金需要に対応します。（沖縄振興開発

金融公庫）【再掲】 

・在外公館では、会食、レセプション、文化事業等の機会を捉え、琉球泡盛の PR を行い

ます。また、琉球泡盛に特化した事業の企画・実施に取り組みます。また､本省では､

在外公館からレセプション等開催に際した琉球泡盛を含む日本産酒類の調達希望を受

け、コンクール受賞酒等を調達・送付します。（外務省） 

・琉球泡盛の国内外・老若男女への普及促進に向け、PR、プロモーション等他関係先・

弊社グループ各社との連携を含め、エアラインとしてのノウハウやツールを活用しつ

つ施策の展開を図ります。（日本トランスオーシャン航空（株）） 

・琉球泡盛のブランド価値を高め、その魅力を PR するために、テロワール（地域に根ざ

した原料調達）を推進します。（内閣府沖縄振興局、沖縄総合事務局、沖縄国税事務所、
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沖縄県、JAおきなわ、JA 沖縄中央会、沖縄県酒造組合、農林水産省農産局、農林水産

技術会議事務局） 

・県産長粒種米により製造される琉球泡盛を活用し、海外での琉球泡盛の認知度を向上

させるため戦略的なプロモーションを実施します。（沖縄総合事務局、沖縄県酒造組合） 

・日本遺産「琉球王国から連綿と続く沖縄の伝統的な「琉球料理」と「泡盛」、そして芸

能」を活用し、歴史的、文化的な側面から泡盛の認知度向上を図る取組みを進めてい

きます。（沖縄県） 

 

（５）輸出環境の整備 

・泡盛製造業者の事業展開に必要な資金（工場建設、製造機械購入、長期運転資金、海

外展開等）に対して、貸付利率、貸付期間、据置期間及び貸付限度額を優遇している

貸付制度を設けており、泡盛製造業者の個別の資金需要に対応します。（沖縄振興開発

金融公庫）【再掲】 

・各国・地域の関税・非関税障壁の削減・撤廃等や地理的表示の保護を通じた輸出の促

進に向けて関係省庁で連携して取り組みます。（外務省、国税庁） 

・泡盛事業者の輸出に有効な情報の入手を支援するために、（独）日本貿易振興機構など

を案内し、輸出促進に取り組みます。（沖縄国税事務所） 

 

（６）インバウンドとの連携 

・クルーズ船内で、「琉球泡盛講座」など琉球泡盛への理解と購入促進の PRを図ります。

（沖縄県酒造組合） 

・酒蔵見学と地域の観光資源を組み合わせた泡盛ツーリズムを旅行事業者や観光団体な

どと連携し造成を図ります。（沖縄県酒造組合） 
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・海外プロモーション事業において、琉球泡盛の情報発信、「泡盛ツーリズム」の推進を

行います。（（一財）沖縄観光コンベンションビューロー）【再掲】 

・外国人観光客に対する琉球泡盛の普及拡大等の取組みについて、沖縄県と沖縄県酒造

組合とが共催する泡盛振興推進部会の構成団体（ （公財）沖縄県産業振興公社、（一

財）沖縄観光コンベンションビューロー等）と連携することにより、沖縄県酒造組合

が実施する事業をより効果的に進めていきます。（沖縄県） 

・琉球泡盛等の酒類を含む様々な地域の観光資源を活用した観光コンテンツの造成・販

路拡大等を支援し、インバウンドの地方誘客を促進します。（観光庁） 

  ・各種イベントの機会を捉え、インバウンドに対する歴史的・文化的側面を加味した琉

球泡盛をＰＲし、認知度向上につなげます。（沖縄国税事務所）  
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２．具体的な行動 
 

・プロジェクト会員は、それぞれ「１．行動計画」に記載した内容を実現するため、以

下のとおり具体的な行動を実施します。 
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（１）情報発信の強化 

 支援メニュー 

【団体名】 
概要 2025 年度の取組結果 2026 年度の方針 問い合わせ先 

１ 消費者向け提案型集約

サイトを確立 

【沖縄県酒造組合】 

ポータルサイトの改修により

スマホ対応や、多言語対応、ま

た各酒造の提供コンテンツを

まとめた、消費者向けの提案

型集約サイトを確立。 

・2025 年度は組合費にて改修費

が捻出できず、補助金等による実

施もできなかった。2026 年度は

該当する補助金を活用し改修費捻

出を図る。 

 

 【沖縄県酒造組合】                                             

098-868-3727 

 
 

２ 観光客に向けた情報発

信 

【（一財）沖縄観光コン

ベンションビューロー、

沖縄県】 

観光情報発信を目的とする多

言語パンフレット、多言語

WEB、多言語 SNS 等において琉

球泡盛の紹介を行う。 

・SNS 中国大陸へ向け 

媒体：小紅書（Rednote） 

6/28 泡盛カクテル特集 

7/22 沖縄料理とお酒やドリンク

のイベント告知（北京） 

7/30 ライブハウスで楽しむ（沖

縄料理とお酒も紹介） 

10/4 泡盛×料理ペアリング 

2/28 コーヒー泡盛イベント告知

（上海） 

 

 【（一財）沖縄観光コ

ンベンションビュー

ロー】 

海外・MICE 事業部 海

外プロモーション課 

098-859-6127 

３ 海外のイベント等での

情報発信 

【（一財）沖縄観光コン

ベンションビューロー、

沖縄県】 

海外で実施する各種イベン

ト、旅行博覧会、商談会、観光

物産連携事業、沖縄ナイト等

において、琉球泡盛の紹介を

・2025 年 11 月タイ ダイビング

事業者招聘事業にて津嘉山酒造

(名護)を見学。 

・2025 年 12 月にオーストラリア

( シ ド ニ ー ) で 行 わ れ た 

 【（一財）沖縄観光コ

ンベンションビュー

ロー】 

海外・MICE 事業部 海

外プロモーション課 

海外で開催される旅行

博、地域紹介イベント等

で琉球泡盛の動画放映及

び紹介を検討。 

旅行会社へのウェビナー

等オンラインを活用し積

極的に紹介していく。 

視聴対象地域を意識した

上で施策を検討してい

く。 

※これからのオンライン

とオフラインのすみ分け

を考慮したサイト内での

企画設計を充実させてい

くことを検討。 

海外ブランディングに基づ

くポータルサイトの改修を

図る。 
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行う。場合によっては琉球泡

盛の試飲も実施する。 

"Okinawa's Ryukyu Rhythms"にて

沖縄の文化・音楽、アクティビテ

ィの紹介と共に泡盛の提供を実

施。 

・2026 年 1 月フランスダイビング

博にて泡盛試飲会を実施。 

・2025 年 11 月 在ベルリン日本

大使館にて「日本産酒類プロモー

ション」、JNTO の観光ブースが日

本産酒類プロモーション（泡盛も）

を行い、泡盛についての動画を放

映。崎元、八重泉、今帰仁のそれぞ

れの酒造の泡盛の試飲提供。（OCVB

は動画提供のみ） 

・2026 年 3 月 在ベルリン日本大

使館で開催された「JAPAN NIGHT」

にて泡盛の試飲提供を実施。 

・2025 年 9 月 Taste of PATA

（ Pacific Asia Travel 

Association (PATA) UK & Ireland

が主催する旅行業界向けネットワ

ーキングイベント）沖縄ブースで

のプロモーション時に泡盛試飲提

供。 

098-859-6127 
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・2026 年 3 月発行 Japan Times

季刊版 THE BEST of JAPAN の沖縄

記事で泡盛について紹介。 

 

４ 各種施策における鑑定

官の講師派遣 

【国税庁、沖縄国税事務所】

国税庁施策のみならず、他の

プロジェクト会員が実施する

施策において、依頼に応じて、

酒造技術の専門家である鑑定

官を講師派遣。 

・酒造技術の専門家である鑑定官

を他のプロジェクト会員が実施す

るコア人材育成の施策において講

師派遣し、琉球泡盛の歴史や製法

等について説明。 

 【国税庁】 

酒税課 

03-3581-4161 

【沖縄国税事務所】 

間税課 

098-867-3601 

５ 情報発信ツールの整備

と活用 

【国税庁、沖縄国税事務所】

PR動画の作成やパンフレット

等の情報発信ツールを整備

し、各種 PR において活用す

る。 

また、効果的な PR を継続的に

実施することで、琉球泡盛の

認知度を向上させ、輸出拡大

に向けた商流のきっかけを作

り出す。 

・酒蔵見学ツアー参加者に、酒蔵

ツアーや琉球泡盛に関する情報の

ＳＮＳ発信を依頼する等、琉球泡

盛の認知度向上のための効果的な

ＰＲを実施。 

・「伝統的酒造り」ユネスコ無形

文化遺産登録を踏まえて制作した

TV 番組（＃Awamori）のダイジェス

ト版を多言語対応（簡体語、繁体

語、英語、ハングル語）して、イン

バウンドへの泡盛情報発信ツール

として活用。 

 

 

  

 

 

 

【国税庁】 

酒税課 

03-3581-4161 

【沖縄国税事務所】 

間税課 

098-867-3601 

引き続き、依頼に応じて鑑

定官を講師として派遣。 

取組成果や過去の施策を

検討し、認知度向上、販

路拡大に効果的な施策を

行う。 

※施策内容とツール使用

者を考慮したうえで、効

果的な情報提供と更なる

認知度向上を促す。 
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６ 海外に向けた琉球泡盛

情報の海外発信 

【（独）日本貿易振興機構】

海外の酒類関連見本市・商談

会への出品や、日本国内（特に

沖縄）への海外バイヤー等招

へいの機会等を活用して、琉

球泡盛の海外情報発信を強化

し、琉球泡盛の輸出促進を図

る。 

・オンラインとリアルを併用しつ

つ、海外での展示会、商品サンプ

ルを活用した営業活動等により海

外バイヤー等に対して琉球泡盛の

情報発信を実施。 

 

 

 【（独）日本貿易振興

機構】 

沖縄貿易情報センター 

098-859-7002 

農林水産食品部 

商流構築課 

03-3582-8348 

７ 海外事務所及び委託駐

在員のネットワークを

活用した琉球泡盛情報

の発信 

【（公財）沖縄県産業振

興公社・沖縄県】 

海外事務所及び委託駐在員の

管轄地域において、関係機関

の実施するイベント等と連携

し、琉球泡盛の認知度向上を

図る。 

・海外事務所の実施するイベント

や在外公館等の実施するイベント

と連携して琉球泡盛のプロモーシ

ョンを実施。 

 

・海外事務所の現地 SNS 等におい

て琉球泡盛情報を発信。 

 【（公財）沖縄県産業

振興公社】 

海外・ビジネス支援課 

098-859-6238 

８ 琉球泡盛海外輸出 

プロジェクト・ポータル

サイトの構築 

【プロジェクト事務局】 

本プロジェクトに関する情

報、支援施策等について、一元

的な情報発信を行う。 

・内閣府沖縄総合事務局ウェブサ

イトにおいて、引き続きプロジェ

クト関連情報を掲載。 

 

・泡盛サイト（組合サイト）から

プロジェクトサイトへのバナーを

引き続き設置。 

 【沖縄総合事務局】 

総務部 

098-866-0047 

【沖縄国税事務所】 

間税課 

098-867-3601 

【沖縄県酒造組合】 

098-868-3727 

９ 国際大会・イベントを通

じた琉球泡盛情報発信

【沖縄県酒造組合、沖縄

国税事務所】 

国際大会・イベント等を通じ

琉球泡盛の情報発信を行う。 

・ ポ ー ラ ン ド の 酒 類 展 示 会

「Whisky Live Warsaw2025」に泡

盛酒造所等７社が出展し、①泡盛

の試飲、②泡盛ベースのカクテル

 【沖縄県酒造組合】 

098-868-3727 

【沖縄国税事務所】 

間税課 

予算の状況を踏まえ、引き

続き実施を予定。 

イベントの連携、SNS によ

る情報発信を継続する。 

内閣府沖縄総合事務局ウェ

ブサイトにおいて、引き続

きプロジェクト関連情報を

掲載。 

2026 年秋の首里城正殿再建

の各種イベントでの情報発

信等について、検討・取り

組みを行っていく。 
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提供、③琉球泡盛セミナーを実施

し、琉球泡盛を情報発信。 

・「Whisky Live Warsaw2025」後、

ポーランド国内のＢＡＲ・レスト

ラン 10 店舗で、消費者に泡盛べー

スのカクテルなどを提供するとと

もにＳＮＳで情報発信。 

・6月：大阪万博会場近くで開催さ

れた「國酒フェア 2025（日本酒造

組合中央会主催）」に出展し、国内

外の来場者へ泡盛 PR を実施（沖縄

県琉球泡盛等マーケティング強化

事業） 

・８月：万博会場内メディアプレ

スセンターにて、各国メディアへ

泡盛 PR を実施（沖縄県琉球泡盛等

マーケティング強化事業）。 

 

098-867-3601 

10 泡盛等の製造に受け継

がれたユネスコ無形文

化遺産「伝統的酒造り」

についての情報発信（国

税庁、沖縄国税事務所） 

ユネスコ無形文化遺産に登録

された「伝統的酒造り」につい

て、イベント等の実施を通じ

た情報発信を行う。 

ユネスコ無形文化遺産に登録され

た「伝統的酒造り」について、国

内・海外でイベント等を実施し、

認知度向上等に取り組んだ。 

 

 【国税庁】 

酒税課 

03-3581-4161 

【沖縄国税事務所】 

間税課 

引き続きイベント等の実

施を通じて「伝統的酒造

り」の情報発信を行う。 
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098-867-3601 
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（２）効果的な販路拡大・市場拡大 
 支援メニュー 

【団体名】 
概要 2025 年度の取組結果 2026 年度の方針 問い合わせ先 

１ 海外へアプローチするた

めのペルソナ調査分析 

【沖縄県酒造組合】 

海外顧客市場ニーズへの適切

なマッチングを行うために、

国別客層ペルソナ調査分析を

実施。泡盛業界での共有のタ

ーゲット別嗜好指標を作成

し、消費者のモチベーション

を促すための機会創出の切り

口を見出す。また、上記調査を

踏まえた上で、海外の方に好

まれる、食事のシーンに合せ

た酒器などを含む飲み方提

案。 

・台湾インバウンド調査（県内旅

行の高付加価値調査）を実施し、

ターゲットへの酒蔵対応案を組

合員へ提案した。 

 【沖縄県酒造組合】 

098-868-3727 

２ 国内外の大型酒類展示

見本市への出展 

【沖縄県酒造組合・沖縄県】

各国のバイヤーが来場する国

内外での大型酒類展示見本市

への出展。 

 

 

 

 

・BCB（2025 年 10 月：ベルリン）

へ４年連続出展。（厚労省助成

金） 

 【沖縄県酒造組合】 

098-868-3727 

泡盛単独ではなく、在沖

米軍基地内で開催される

集客が見込めるイベント

にブース出展を目指す。 

沖縄への入域客の動向か

ら台湾のインバウンドへ

の訴求策を検討する。 

 

BCB３か所（ブルックリ

ン、ベルリン、シンガポー

ル）への出展を図る。 
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３ 琉球泡盛の普及啓発施策 

【沖縄県酒造組合】 

インバウンド観光客に向け

た、琉球泡盛の普及啓発及び

ブランド向上を促すために、

琉球泡盛タイアップ施策を

行う。 

 琉球王朝の時代から育ま

れてきた琉球泡盛の情緒的

価値を知っていただくため

の情報発信を行う。あわせて

試飲や即売会を開催する。 

・泡盛ガイド運営（体制・収益）

などパートナー事業者と検討。 

2026 年度は 5 か年中期戦略の策

定を図る。 

 【沖縄県酒造組合】 

098-868-3727 

４ 沖縄大交易会 

【（公財）沖縄県産業振

興公社・沖縄県】 

沖縄の地理的優位性を活かし

た国際物流貨物ネットワーク

の構築・更なる拡大を図る目

的で、日本最大規模の「食」を

テーマとした国際食品商談会

「沖縄大交易会」を開催。 

・第 13 回沖縄大交易会 2025 に

おいて、オンライン商談会とリ

アル商談会を併催したハイブリ

ット型の商談会を昨年度に引き

続き開催。 

・また、昨年度は県内酒造所４社

が参加していることから、引き

続き県内協力機関と連携し、今

年度の沖縄大交易会への更なる

参加を促した。 

 【（公財）沖縄県産業

振興公社】 

沖縄大交易会実行 

委員会事務局 

098-851-7463 

沖縄大交易会は継続開催予

定。 

過年度の取り組み結果を踏

まえた上で、開催概要を検

討していく。 

2024 年に創設した「泡盛

ガイド」について、引き

続き養成に取組む。 

インバウンド向け多言語

対応ツーリズムの磨き上

げを図る。 

５か年計画策定を図る。 
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５ クルーズ船での泡盛の

活用促進 

【（一財）沖縄観光コン

ベンションビューロー、

沖縄県】 

沖縄に寄港するクルーズ船社

に対して、船内における琉球

泡盛の活用を働きかける。 

2024 年 10 月に、ポナン社が運行

するクルーズ船「ル・ソレアル」

船内にて、県内で飲食店を経営

する、泡盛に精通した方を派遣

し、ペアリングのプレゼン、また

寄港地である八重山の泡盛を中

心に試飲提供し、泡盛の PR を実

施した。 

 【（一財）沖縄観光コ

ンベンション 

ビューロー】 

誘客事業部  

海外プロモーション課 

098-859-6127 

６ 台湾向け支援 

【（株）沖縄県物産公社】 

台湾での泡盛取扱業者と県内

メーカーとの調整（輸出手配、

販促活動等） 

取引先を通じて営業活動の強化

を図り輸出拡大を目指す。 

2025 年度実績：2.202kL 

(泡盛リキュールを含む)。 

昨年比 75.78% 

※台湾の販売低迷による影響 

 

 【（株）沖縄県物産公

社】 

海外ビジネス班 

098-859-6325 

引き続き、沖縄に寄港

するクルーズ船社に対

し、船内における琉球

泡盛の活用を働きか

け、各地で味わいの異

なる泡盛の魅力をフッ

クに、離島含めた各地

の観光 PRにつなげてい

く。 

取引先を通じて営業活動

の強化を図り輸出拡大を

目指す。 
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７ 沖縄振興開発金融公庫

貸付制度 

（特産品振興貸付制度） 

【沖縄振興開発金融公庫】 

＜貸付先＞ 

泡盛を製造する者 

＜貸付利率＞ 

設備：特別利率 

運転：基準利率 

＜貸付期間＞ 

設備 20 年、運転７年 

＜据置期間＞ 

設備・運転：２年以内 

＜貸付限度額＞ 

設備：720 百万円 

運転：250 百万円 

・原材料高騰等の影響が続いて

いる泡盛製造業者に対し、引き

続き、資金繰り支援に積極的に

取り組んだ。 
 
特産品振興貸付制度 

2026 年 1月末融資残高：12 社、

601 百万円 
 
【新型コロナウイルス関連】 

新型コロナウイルス感染症特別

貸付 2026 年 1 月末融資残高：20

社、1,199 百万円 
 
【参考】泡盛製造業者に対する

全融資残高（2026年1月末時点）：

31 社、3,093 百万円 

 【沖縄振興開発金融

公庫】 

融資第二部中小企業

第一班 

098-941-1785 

８ 沖縄振興開発金融公庫

貸付制度 

（泡盛古酒製成事業） 

【沖縄振興開発金融公庫】 

 

＜貸付先＞ 

泡盛古酒製成事業者 

＜貸付期間＞ 

設備 20 年、運転 10 年 

＜据置期間＞ 

設備：５年以内 

運転：３年以内 

＜貸付限度額＞ 

設備：720 百万円 

運転：480 百万円 

・原材料高騰等の影響が続いて

いる泡盛製造業者に対し、引き

続き、資金繰り支援に積極的に

取り組んだ。 

 

泡盛古酒製成事業 

2026 年 1 月末融資残高：6 社、

109 百万円 

 【沖縄振興開発金融

公庫】 

融資第二部中小企業

第一班 

098-941-1785 

各事業者の個別の資金需要

に対応。 

各事業者の個別の資金需要

に対応。 
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９ 沖縄振興開発金融公庫

貸付制度 

（泡盛在庫担保制度） 

【沖縄振興開発金融公庫】 

泡盛製造業者については、不

動産担保に代わり、泡盛の在

庫を担保として提供が可能。 

・原材料高騰等の影響が続いて

いる泡盛製造業者に対し、引き

続き、資金繰り支援に積極的に

取り組んだ。 

 

泡盛在庫担保制度 

2026 年 1 月末融資残高：3 社、

188 百万円 

 【沖縄振興開発金融

公庫】 

融資第二部中小企業

第一班 

098-941-1785 

10 沖縄酒類製造業の自立

経営促進事業 

【内閣府、沖縄総合事務

局・沖縄県】 

沖縄県産酒類に係る酒税の軽

減措置が段階的に縮小、廃止

されることになり、2024 年５

月から「泡盛」等の軽減率が引

き下げられたことを踏まえ、

これらの酒類を対象として、

海外販路開拓・拡大のための

市場調査や消費者動向調査等

を実施する。 

 

併せて、軽減措置の適用を受

けている全ての泡盛製造業者

に対し、令和５年度沖縄県産

酒類製造業者実態調査におい

て判明した課題の解決のため

の事業を実施する。 

・韓国、オーストラリアにおいて

市場調査や消費者動向調査等を

実施したほか、アルコール度数が

45 度を超える「泡盛」等を対象

としてテストマーケティング等

を実施した。 

 

・軽減措置の適用を受けている

全ての泡盛製造業者に対し、令

和５年度沖縄県産酒類製造業者

実態調査において判明した課題

の解決のための事業を実施し

た。 

 【内閣府】 

沖縄振興局調査金融

担当参事官室 

03-6257-1673 

【沖縄総合事務局】 

総務部 

098-866-0047 

取組成果を踏まえた事業の

実施を検討。 

酒税の軽減率が引き下げら

れたアルコール度数が 45度

を超える「泡盛」等の海外

市場調査や消費者動向調査

等を実施。 

各事業者の個別の資金需要

に対応。 
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11 泡盛海外展開支援 

【内閣府】 

沖縄総合事務局が有する補助

金等の施策メニューを活用し

た製造設備やブランディング

等への支援を実施する。 

・泡盛を原料とするスピリッツ

類の製造・販売に取り組む事業

者について、沖縄域外競争力強

化促進事業費補助金等を活用し

た機械設備の導入など、生産体

制の整備を支援した。 

・各機関との連携により引き続

きブランディング戦略策定等を

支援する。 

 【沖縄総合事務局】 

経済産業部国際室 

098-866-1731 

12 海外の大型酒類見本市

への出展支援 

【国税庁】 

各国の酒類専門バイヤーが来

場する国際的な酒類展示見本

市への出展を支援。 

・各国の酒類専門バイヤー等が

参加する国際的な酒類展示見本

市「BAR CONVENT BERLIN 2025」、

「Whisky Live Warsaw 2025」等

への出展支援を実施。展示会に

おいては、各国の酒類バイヤー

との輸出取引が成立するよう、

セミナーの実施や出品者のお酒

を使ったカクテルを提供するバ

ーコーナーを設置するなどＰＲ

を実施。 

 【国税庁】 

酒税課 

03-3581-4161 

13 琉球泡盛の国際的プロ

モーション 

【国税庁、沖縄国税事務所】

海外の酒類関係者を沖縄に招

聘し、琉球泡盛の魅力等を伝

える。更に、海外での消費者向

けプロモーションを開催し、

琉球泡盛の市場拡大に繋げ

る。 

・沖縄へ招聘した海外の酒類専

門家に泡盛の製造場を訪問いた

だき、泡盛の強みや弱み、評価軸

など、海外の消費者が価値を見

出すポイントを泡盛製造者へ指

導した。 

 【国税庁】 

酒税課 

03-3581-4161 

【沖縄国税事務所】 

間税課 

098-867-3601 

過年度の取り組み結果を踏

まえ事業の実施を検討して

いく。 

引き続き、出展等を支援する。 
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・ポーランドの酒類展示会

「Whisky Live Warsaw2025」に泡

盛酒造所等７社が出展し、①泡

盛の試飲、②泡盛ベースのカク

テル提供、③琉球泡盛セミナー

を実施し、琉球泡盛を情報発信。 

・「Whisky Live Warsaw2025」後、

ポーランド国内のＢＡＲ・レス

トラン 10店舗で、消費者に泡盛

べースのカクテルなどを提供す

るとともにＳＮＳで情報発信。 

 

14 新市場開拓推進事業 

【農林水産省、（独）日

本貿易振興機構】 

（独）日本貿易振興機構が行

う琉球泡盛を含む輸出に関心

のある事業者に対する海外見

本市への出展、国内外の商談

会の開催、セミナー開催、専門

家による相談対応等のほか、

JFOODOが行う海外消費者向け

戦略プロモーションを農林水

産省が支援する。 

また、輸出促進法に基づく認

定農林水産物・食品輸出促進

団体である日本酒造組合中央

会が行う業界全体の輸出力強

・（独）日本貿易振興機構が農林

水産省の支援を活用して食品見

本市の機会に合わせて海外バイ

ヤーを日本に招聘し、泡盛メー

カーも参加する商談会を開催。

また、JFOODO では、アメリカ LA

エリアにて、著名バーテンダー・

バーを巻き込んだプロモーショ

ン並びに情報発信を実施。 

 

・上述の取組に加え、（独）日本

貿易振興機構が国税庁よりバイ

ヤー招聘事業を受託し、海外バ

 【農林水産省】 

海外需要開拓グルー

プ 

03-6738-7899 

【（独）日本貿易振興

機構】 

沖縄貿易情報センター 

098-859-7002 

農林水産食品部 

商流構築課 

03-3582-8348 

海外の酒類専門家招聘事

業についても、過年度の

取組を踏まえ有効な方法

を検討しつつ、継続して

実施。 

ポーランド施策について

は、取組成果を踏まえ、

販路拡大（開拓）に有効

な実施手法等を検討しつ

つ、継続して実施。 

台湾でのプロモーション

を実施。 

引き続き、事業の措置を検討。 
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化に向けた取組を農林水産省

が支援する。 

イヤーを沖縄に招聘。泡盛酒造

所にて泡盛の製造過程や貯蔵方

法について見学や泡盛の試飲の

ほか、商談機会を設けた。 

15 ターゲット国における

輸出・海外展開支援体制

の確立強化事業 

【農林水産省】 

主要な輸出先国・地域におい

て、輸出支援プラットフォー

ムを運営し、現地において現

地系をはじめとする未開拓の

現地商流の開拓、現地事業者

とのネットワークの構築、食

品産業の海外ビジネス展開に

向けたサポート体制の強化

等、現地発の取組を通じて輸

出事業者等を包括的に支援す

る。 

・輸出支援プラットフォームを、

米国、タイ、シンガポール、EU、

ベトナム、香港、中国、台湾、マ

レーシア、ＵＡＥの 10か国・地

域、16 拠点に設置。 

・海外現地において、現地系の未

開拓の商流の開拓、現地事業者

とのネットワークの構築、食品

産業の海外展開に向けたサポー

ト体制の強化等、現地発の取組

を実施。 

 【農林水産省】 

海外需要開拓グルー

プ 

03-3502-8478 

 

16 品目団体等輸出力強化

支援事業 

【農林水産省】 

輸出促進法に基づく認定農

林水産物・食品輸出促進団体

である日本酒造組合中央会が

行う、輸出課題の解決や新規

輸出先の開拓・多角化等、業界

全体の輸出力強化に向けて行

う取組等を、農林水産省が支

援する。 

 

 

・日本酒造組合中央会が行う、輸

出ターゲット国における酒類の

法規制及び流通経路等に関する

調査を支援。 

・日本酒造組合中央会が行う、海

外の日本食レストラン、輸入業

者、販売業者等と連携した、本格

焼酎・泡盛の PR イベントの開催

を支援。 

 【農林水産省】 

輸出企画課 

03-6744-1779 

引き続き、事業の措置を検

討。 

引き続き、事業の措置を検

討。 
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 ・輸出拡大実行戦略で品目別輸

出額目標を定める国・地域にお

いて、日本酒造組合中央会の会

員又は会員と連携して輸出に取

り組む事業者を支援。 

17 泡盛輸出支援パッケー

ジ

【（独）日本貿易振興機構】

 

泡盛業界の関心の特に高い

国・地域等を対象に、セミナー

等による情報提供や展示会・

商談会出品支援に取り組みつ

つ、特に専門家による個社支

援を強化することで琉球泡盛

の着実な輸出増加を図る。 

・2025 年度も引き続き泡盛企業

の商流構築支援を推進。オンラ

イン、リアルでの情報提供、情報

発信のほか、商談機会を提供。 

 

①琉球泡盛の輸出相談・ 情報提

供を実施。  

②泡盛輸出に資するセミナー等

を実施。  

③海外食品・酒類バイヤーと泡

盛関係企業との個別商談を実

施。  

④海外での酒類関連展 示会・商

談会等（アジア等）への泡盛関係

企業の出品支援。 

⑤専門家による個社支援を通

じ、琉球泡盛の輸出増加に向け

た取組を実施。 

 【（独）日本貿易振興

機構】 

沖縄貿易情報センター 

098-859-7002 

農林水産食品部 

商流構築課 

03-3582-8348 

  

予算の状況を踏まえ引き続

き実施を予定。 
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（３）品質・技術の向上／人材育成 
 支援メニュー 

【団体名】 
概要 2025 年度の取組結果 2026 年度の方針 問い合わせ先 

１ 横断的かつ俯瞰性を兼

ねた中核人材育成 

【沖縄県酒造組合・沖

縄国税事務所】 

プロダクトアウト発想とマー

ケットイン発想、双方の視点

を持つ人材育成を行い、タイ

ムリーな消費者ニーズを踏ま

えた商品提案が出来る中核人

材を育成。 

・組合内で技術部会を設立（組合

員２０社および沖縄国税事務所）

し、部会２回、分科会１回、セミ

ナー１回（ニッカウヰスキー）を

開催。 

・海外部会３回実施（うち１回台

湾インバウンドセミナー）を開催

し展示会報告や調査報告など実

施。 

 【沖縄県酒造組合】 

098-868-3727 

【沖縄国税事務所】 

間税課 

098-867-3601 

２ 訪日外国人に対する販

売力強化 

【沖縄県卸売酒販組

合・沖縄県小売酒販組

合・沖縄県酒造組合・沖

縄国税事務所】 

酒類販売業者へ訪日外国人へ

の販売力強化を目的とした琉

球泡盛に関する知識の向上を

図るための研修を実施。 

・高付加価値化、販路拡大、商品

差別化等の補助金活用などについ

て研修を実施。 

 【沖縄県卸売酒販組合】 

098-868-5270 

【沖縄県小売酒販組合】 

098-943-8775 

３ 沖縄振興開発金融公庫

貸付制度 

（特産品振興貸付制度） 

【沖縄振興開発金融公庫】

（再掲） 

※再掲のため省略 

「（２）効果的な販路拡大・市

場拡大」を参照 

   

引き続き中核人材の育成を

図る。 

引き続き、販売力向上に取

り組む。 
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４ 沖縄振興開発金融公庫

貸付制度 

（泡盛古酒製成事業） 

【沖縄振興開発金融公庫】

（再掲） 

※再掲のため省略 

「（２）効果的な販路拡大・市

場拡大」を参照 

   

５ 沖縄振興開発金融公庫

貸付制度 

（泡盛在庫担保制度） 

【沖縄振興開発金融公庫】

（再掲） 

※再掲のため省略 

「（２）効果的な販路拡大・市

場拡大」を参照 

   

６ 泡盛鑑評会における品

質評価の実施及び結果

公表 

【沖縄国税事務所】 

品質評価を通じて、泡盛酒造

技術の発展及び品質向上を図

るとともに、その結果を国内

外の消費者に対して公表。そ

の他消費者に有用な情報の多

言語発信。 

・鑑定官のほか、学識経験者等の

専門家や、外国人審査員に参加を

依頼し品質評価を実施。加えて「泡

盛ブレンダー・オブ・ザ・イヤー」

の選出も行い、それらの結果は日

本語のほか、英語及び中国語でも

公表し、その他、消費者に有用な

情報を多言語（日・英・中）発信。 

・新酒・37 度以上（つよい泡盛）

の部を新たに設け、ハードリカー

としての魅力を発信。 

 【沖縄国税事務所】 

間税課 

098-867-3601 

  

表彰式や結果公表などの実

施方法について検討しつ

つ、継続して実施。 
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（４）ブランド力の向上 
 支援メニュー 

【団体名】 
概要 2025 年度の取組結果 2026 年度の方針 問い合わせ先 

１ 琉球泡盛ブランディン

グ構築施策 

【沖縄県酒造組合・沖縄県】

琉球泡盛の「ブランディング

の構築」に取り組んでいきま

す。 

・国内ブランディング：古酒や県

産米の活用等を通じ、新たなター

ゲット層に向けたブランディング

に取り組んだ（琉球泡盛等マーケ

ティング強化事業）  

・海外ブランディングコンセプト

「日本のハードリカー」及びキャ

ッ チ コ ピ ー 「 Japan’s First 

Spirit」におけるバー市場への PR

を実施。 

 【沖縄県酒造組合】 

098-868-3727 

２ 沖縄県産泡盛の地理的

表示「琉球」の活用促進 

【沖縄県酒造組合・沖縄

国税事務所】 

GI「琉球」の事業者における泡

盛 PR 及び商談会の実施。 

・ＯＩＳＴ（沖縄科学技術大学院

大学）の研究生や教授等を対象と

した酒蔵見学ツアーやポーランド

事業において、琉球泡盛の認知度

向上を図るとともに、黒こうじ菌

を用いた伝統製法やＧＩ「琉球」

独自の特性等を積極的に PR して、

ブランド力の向上を図った。 

 

・全酒造所にて商品ラベル等に GI

マークを入れ、ブランド商品とし

て定着している。 

 

 【沖縄県酒造組合】 

098-868-3727 

【沖縄国税事務所】 

間税課 

098-867-3601 

構築した国内、海外各ブラン

ディングによる、ターゲット

への継続した訴求を実施。 

取組成果を踏まえ事業実施

を検討。 
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３ 海外ニーズを踏まえた

ブランド化推進等支援

【国税庁・沖縄国税事務所】

プロダクトアウトからマー

ケットインに発想を転換す

るとの観点から、海外市場に

おける嗜好・ニーズを的確に

把握するとともに、マーケッ

トインの発想で、海外のニー

ズも踏まえた商品のブラン

ド化等を通じ、輸出に積極的

にチャレンジする泡盛製造

業者の取組を支援。 

・海外のニーズを踏まえた商品

のブランド化やブランド戦略の策

定に係る取組を補助金により支

援。 

 【国税庁】 

酒税課 

03-3581-4161 

【沖縄国税事務所】 

間税課 

098-867-3601 

４ 古酒ブランド普及啓発

施策 

【沖縄県酒造組合】 

古酒の正しい理解と美味しい

古酒の飲酒機会を充実するた

めに、古酒月間として県民に

広く推進していく。 

・2025 年 9 月 4 日に 「古酒の日

イベント」として、日本酒造組合

中央会の日本の酒情報館にて古酒

について来場者へ説明。 

・9月 19 日沖縄県泡盛同好会主催

「古酒の宴」協賛（出席者 550 人）。

2026 年度も連携・協力による同等

数の出席を図る。 

 

 【沖縄県酒造組合】 

098-868-3727 

５ 台湾向け支援 

【（株）沖縄県物産公社】

（再掲） 

※再掲のため省略 

「（２）効果的な販路拡大・市

場拡大」を参照 

   

2024 年度に続き、総理大

臣への仕次ぎ古酒の献呈を

2026 年度も実施を図る。 

9 月 4日「古酒の日」に沖

縄県泡盛同好会主催「古酒

の宴」への支援。 

取組成果を踏まえた実施方

法を検討しつつ、継続して

実施。 



 

p. 31 
 

６ 沖縄振興開発金融公庫

貸付制度（特産品振興貸

付制度） 

【沖縄振興開発金融公庫】

（再掲） 

※再掲のため省略 

「（２）効果的な販路拡大・市

場拡大」を参照 

   

７ 沖縄振興開発金融公庫

貸付制度 

（泡盛古酒製成事業） 

【沖縄振興開発金融公庫】

（再掲） 

※再掲のため省略 

「（２）効果的な販路拡大・市

場拡大」を参照 

   

８ 沖縄振興開発金融公庫

貸付制度 

（泡盛在庫担保制度） 

【沖縄振興開発金融公庫】

（再掲） 

※再掲のため省略 

「（２）効果的な販路拡大・市

場拡大」を参照 

   

９ 琉球泡盛の PR 

【外務省】 

各国・地域の在外公館では、会

食、レセプション、文化事業等

の機会を活用し、任国要人や

現地バイヤー等に、琉球泡盛

を積極的に PR する。 

また、本省では、在外公館から

の調達希望を受け、コンクー

ル受賞酒等の日本産酒類を調

達・送付。 

・各国・地域の在外公館において、

主催事業等の機会を活用して泡盛

を提供、また SNS 発信も利用し、

泡盛の認知度向上に貢献した。特

に、カナダにおいては、琉球泡盛

の専門家を招へいし、現地ホテル・

レストラン関係者、現地の小売業

者等を招待し、専門家から直接泡

盛レクチャーを実施する機会も設

け、認知度の向上に加えて販路拡

 【外務省】 

経済局官民連携 

推進室 

03-5501-8336 

大臣官房在外公館課 

03-5501-8119 

 

取組成果を踏まえた事業の

効果的な実施を検討。 
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2017 年度から琉球泡盛の調

達・送付を実施。 

大にも繋げる狙いで琉球泡盛ＰＲ

事業を実施した。 

10 琉球泡盛の PR 

【日本トランスオーシ

ャン航空（株）】 

琉球泡盛の国内外・老若男女

への普及促進へ向け、JALグル

ープのアセットを活用し、PR

活動を中心に取組を推進す

る。 

・JAL グループのアセットを活用

し以下を実施した。 

・ユネスコ無形文化財登録の記念

として、過去 JTA 取材の泡盛酒造

所に関する記事をまとめた『JTA美

ら島物語泡盛天使の酒造所めぐ

り』を 9月 4日に発刊 

・2026 年 1 月 11 日には発刊を記

念したトークイベントを那覇市内

にて開催 

・国内線機内販売での泡盛販売の

継続 

・機内誌で泡盛記事を掲載。 

・泡盛メーカー協力で元日に泡盛 

ミニボトルを機内配布。 

・通年で泡盛を機内販売。 

・「古酒の日」の 9 月 4 日より古

酒 PR 月間とし機内アナウンス、泡

盛関連冊子を機内で配布。泡盛マ

イスターCA はバッチを着用し乗

務。 

・「泡盛の日」の 11 月を泡盛 PR 

月間とし機内アナウンス実施し泡

盛マイスターCAはバッチを着用し

 【日本トランスオー

シャン航空（株）】 

地域事業部 

all.cvz.jta@i-love-

jta.co.jp 既存の取組のほか、台湾路

線定期就航をフックにアジ

アの認知度向上・販売促進

施策の実施、関係機関と連

携協力等、をしながら新た

な取組を検討していく。 

・空港ラウンジにて泡盛の

常設 

・年 1 回、沖縄県酒造組合

ご協力の元、44 銘柄の泡盛

をリレー方式で提供 
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乗務。また、全 CA に対し泡盛の知

識を付与し、搭乗客に対し泡盛の

ご案内ができるよう環境を整え

た。 

・空港ラウンジで泡盛の常設提供 

・年一回沖縄県酒造組合ご協力の

元、44銘柄の泡盛をリレー方式で

提供。 

11 琉球泡盛テロワールプ

ロジェクトの推進 

【内閣府、沖縄総合事務

局、沖縄国税事務所、沖

縄県、JA おきなわ、JA沖

縄中央会、沖縄県酒造組

合、農林水産省農産局・

農林水産技術会議事務

局】 

琉球泡盛のブランド価値を高

め、その魅力を PR するために

は、テロワール（地域に根ざし

た原料調達）が重要なため県

産長粒種米を使用した泡盛製

造を推進。 

・二期作での泡盛原料用の県産長

粒種米生産を推進するとともに、

海外へ輸出展開を予定している酒

造メーカーへの安定供給を目指す

ため、産地化に向けた取組を支援。 

・収穫面積 25.7ha 

  伊平屋島  5.8ha 

  伊是名島  19.9ha 

・収穫量（精米重） 約 85t 

  伊平屋島 約 13t 

  伊是名島 約 72t 

 【内閣府】 

沖縄振興局振興第二

担当 

03-6257-1668 

【沖縄総合事務局】 

農林水産部生産振興課 

098-866-1653 

 

12 テロワール泡盛による

ブランド力の向上 

【沖縄総合事務局・沖縄

県酒造組合】 

県産長粒種米により製造され

る琉球泡盛を活用し、海外で

の琉球泡盛の認知度を向上さ

せるため戦略的なプロモーシ

ョンを行う。 

・沖縄県北京事務所主催の泡盛マ

スタークラス（基礎講座、試飲）

を、現地の酒類関係者へ実施し説

明）。（3月） 

 【沖縄総合事務局】 

総務部 

098-866-0047 

【沖縄県酒造組合】 

098-868-3727 

取組成果を踏まえた本プロ

ジェクトの更なる推進を検

討。 

沖縄県産長粒種米（伊平屋

島、伊是名島産）約 86t、

11 社で使用予定。 
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13 琉球泡盛の日本遺産へ

の登録 

【沖縄県】 

日本遺産「琉球王国から連綿

と続く沖縄の伝統的な「琉球

料理」と「琉球泡盛」、そして

芸能」を活用し、歴史的、文化

的な側面から琉球泡盛の認知

度向上を図る取組を行う。 

・「ツーリズム EXPO2025」「日本

遺産フェスティバル in倉敷」「日

本遺産マルシェ」等において、本

県の日本遺産 PRブースを出展し、

シンポジウムへの登壇やパンフレ

ットの配布等により、琉球泡盛の

PR を行った。 

 【沖縄県】 

商工労働部ものづく

り振興課 

098-866-2337 

※泡盛関係 

文化観光スポーツ部

文化振興課 

098-866-2768 

※琉球料理、芸能関係 

14 泡盛ジンブナーを活用

した認知度及びブラン

ド力の向上 

【沖縄県酒造組合・沖縄

国税事務所】 

海外酒類教育機関（WSET）と連

携し、泡盛アンバサダーを選

定し、泡盛の認知度向上及び

ブランド力の向上を図る。 

・在米日本大使館主催の焼酎・泡

盛・メスカルイベント（トロント）

ワシントン DC） において泡盛ジ

ンブナーが１名参加し泡盛 PR を

サポートをプレゼン。 

 【沖縄県酒造組合】 

098-868-3727 

【沖縄国税事務所】 

間税課 

098-867-3601 

 
 
 
 
 
 

  

引き続き、日本遺産を活用

し、琉球泡盛の文化的価値

を訴求していく。 

引き続き海外におけるイベ

ントでの活用を図る。 
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（５）輸出環境の整備 

 支援メニュー 

【団体名】 
概要 2025 年度の取組結果 2026 年度の方針 問い合わせ先 

１ 沖縄振興開発金融公庫

貸付制度 

（特産品振興貸付制度） 

【沖縄振興開発金融公庫】

（再掲） 

※再掲のため省略 

「（２）効果的な販路拡大・市

場拡大」を参照 

   

2 沖縄振興開発金融公庫

貸付制度 

（泡盛古酒製成事業） 

【沖縄振興開発金融公庫】

（再掲） 

※再掲のため省略 

「（２）効果的な販路拡大・市

場拡大」を参照 

   

３ 沖縄振興開発金融公庫

貸付制度 

（泡盛在庫担保制度） 

【沖縄振興開発金融公庫】

（再掲） 

※再掲のため省略 

「（２）効果的な販路拡大・市

場拡大」を参照 

   

４ 沖縄振興開発金融公庫

貸付制度 

（海外展開貸付制度） 

【沖縄振興開発金融公庫】 

＜貸付先＞ 

海外展開事業を行う者 

＜貸付利率＞ 

基準利率～特別利率 

＜貸付期間＞ 

設備 20 年、運転７年 

＜据置期間＞ 

・原材料高騰等の影響が続いてい

る泡盛製造業者に対し、引き続き、

資金繰り支援に積極的に取り組ん

だ。 

 

 【沖縄振興開発金融

公庫】 

融資第二部中小企業

第一班 

098-941-1785 

各事業者の個別の資金需要

に対応。 
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設備・運転：２年以内 

＜貸付限度額＞ 

1,440 百万円 

・2026 年 1月末時点において、海

外展開貸付制度は泡盛製造業者に

対する融資実績なし 

５ 関税引下げ及び地理的

表示の保護に向けた交渉 

【外務省、国税庁】 

各国・地域との協議や経済連

携協定交渉を通じて、関税の

引下げ及び地理的表示の保護

に係る働きかけを実施。 

・各国・地域との協議や経済連携

協定交渉等において、関税引下げ

及び地理的表示の保護の働きかけ

を含む幅広い分野について議論。 

 【外務省】 

経済連携課 

03-5501-8341 

知的財産室 

03-5501-8350 

【国税庁】 

酒税課 

03-3581-4161 

６ 海外販路拡大に向けた

支援窓口への誘導 

【沖縄国税事務所、 

（独）日本貿易振興機構】 

輸出に当たり、泡盛事業者へ

輸出支援窓口である（独）日本

貿易振興機構への誘導を行

い、輸出の活性化を図る。 

・沖縄県酒造組合を通じて、（独）

日本貿易振興機構との輸出相談の

活発化を促すとともに、泡盛事業

者への接触時には輸出取組状況を

聴取し、輸出に係る相談内容に応

じて（独）日本貿易振興機構の窓

口などを案内し、輸出に有効な情

報の入手を支援することで輸出の

活性化を図り、商流へ繋げるきっ

かけづくりを行った。 

 【沖縄国税事務所】 

間税課 

098-867-3601 

各国・地域との協議や経

済連携協定交渉等を通じ

た関税引下げ及び地理的

表示の保護の働きかけを

継続。 

 

今後も輸出促進・活性化

に有効な情報の入手等を

支援する。 
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（６）インバウンドとの連携 

 支援メニュー 

【団体名】 
概要 2025 年度の取組結果 2026 年度の方針 問い合わせ先 

１ クルーズ船内での包括

的 プ ロ モ ー シ ョ ン        

【沖縄県酒造組合】 

クルーズ船内で、クルーズ客

を対象とした「琉球泡盛講座」

などを開催し、琉球泡盛への

理解促進と琉球泡盛の購入促

進の PR を図る。 

・2025 年度は組合費にて改修費が

捻出できず、補助金等による実施

もできなかった。2026 年度は該当

する補助金の活用した改修費捻

出、各機関と連携した実施を図る。 

 【沖縄県酒造組合】 

098-868-3727 

２ 地域性を兼ねた包括的

酒蔵ツーリズムの展開 

【沖縄県酒造組合】 

酒蔵見学と地域の観光資源を

組み合わせた泡盛ツーリズム

有料商品・コンテンツのモニ

タープログラムを旅行事業者

や観光団体などと連携し造成

を図る。 

泡盛ツーリズム運営（体制・収益）

などパートナー事業者と検討。

2026 年度は 5 か年中期戦略の策定

を図る。 

 【沖縄県酒造組合】 

098-868-3727 

３ 海外航空会社等への酒

造所 PR【（一財）沖縄

観光コンベンションビ

ューロー】 

海外から沖縄に招聘する航空

会社、旅行社、メディア関係者

等に酒造所を視察してもら

う。 

•フランス人記者を招聘し瑞泉酒造

を取材いただき、フランスのスポー

ツ雑誌に掲載。 

・シンガポール旅行社を招聘し酒造

所を視察。 

・上海旅行社を招聘し酒造所を視

察。 

 【（一財）沖縄観光コ

ンベンション 

ビューロー】 

誘客事業部 海外プロ

モーション課 

098-859-6127 

引き続き MSC クルーズ社

をはじめとして海外から

のクルーズ船における購

入促進施策を図る。 

該当する補助金を調査

し、実施を図る。 

各酒蔵のツーリズムをイ

ンバウンド対象にしたコ

ンテンツとしてブラッシ

ュアップを図る。 

５か年計画策定を図る。 

 

取組成果を踏まえ事業実施

を検討。 
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４ 琉球泡盛等マーケティ

ング強化事業 

【沖縄県】 

琉球泡盛及び泡盛を原料とし

た酒類の普及啓発及びマーケ

ティング強化等に資する取組

に対して補助を行う。 

・沖縄県酒造組合および個別酒造

所（４社）への支援を通じ、インバ

ウンド需要の取り込みを含むマー

ケティング施策を実施する。 

 

 

 

 【沖縄県】 

商工労働部ものづく

り振興課 

098-866-2337 

【沖縄県酒造組合】 

098-868-3727 

５ 訪日外国人旅行者の受

入に向けた取組 

【観光庁】 

琉球泡盛等の酒類を含む様々

な地域の観光資源を活用した

観光コンテンツの造成・販路

拡大等を支援し、インバウン

ドの地方誘客を促進。 

・琉球泡盛をテーマに、集落の暮ら

しや食文化と掛け合わせた観光コ

ンテンツの造成（酒造見学、地域食

とのペアリングメニューの開発

等）及び販路拡大等を支援。 

 【観光庁】 

観光資源課 

03-5253-8924 

６ 各種イベント機会を捉

えた取組 

【沖縄国税事務所】 

各種イベントの機会を捉え、

インバウンドに対する歴史

的・文化的側面を加味した琉

球泡盛をＰＲする。 

  【沖縄国税事務所】 

間税課 

098-867-3601 

 

  

これまでの取組みを踏ま

え、事業の実施を検討。 

2026 年秋の首里城正殿再建

の各種イベントでの情報発

信等について、検討・取り

組みを行っていく。 

 

引き続き、酒造組合や個別

酒造所への補助を通じて、

インバンド市場に訴求して

いく。 
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（参考）泡盛酒造所の具体的な行動 
 

・2025 年以降の輸出量を最大限増加させるため、泡盛酒造所は、それぞれ以下のとおり具体的な行動を行い

ます。 
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支援メニュー 

【団体名】 
概要 2025 年度の取組結果 2026 年度の方針 

中国市場への展開 中国市場での泡盛出荷拡大を図るべく、高アル

コール度数での展開を実施、同じ蒸留酒に馴染

みの深い中国の上～中流階級層をターゲットに

据える。 

・2026 年 3 月 18 日、19 日に北京に

て、沖縄県北京事務所主催の泡盛講

座の講師として職員を派遣。酒類関

係者や泡盛を扱う飲食店関係者が参

加。 

 

アジア市場への展

開 

外国人観光客が自国に帰ってからも売り上げに

繋がるようなシステム作り。 

県内企業と現地営業を展開。 

・2025 年 11 月開催の展示会「香港

IW&S」視察および現地酒類学校での

泡盛講座を実施、BCB シンガポール

（中止）に代わるアジア市場展開の

PR 場所の可能性について調査 

 

欧米市場への泡盛

の展開 

欧米市場への、ハードリカーとしての琉球泡盛

の展開を図るべく、ボトル等の制作、プロモーシ

ョン、情報発信の強化を行う。 

・海外ブランディングによる展示会

BCB（ベルリン）へ JAPAN パビリオン

出展（４年連続）によるブランディング

PR 活動。 

 

ユネスコ無形文化

遺産登録を踏まえ

た泡盛展開 

2024 年 12 月、泡盛を含む日本の「伝統的酒造

り」がユネスコの無形文化遺産に登録されたこ

とを踏まえ、泡盛の認知向上を図るべく、イベン

トの企画及び参加、情報発信の強化を行う。 

・大阪万博会場近くで 6 月 14・15

日開催予定の「國酒フェア 2025」に

出展し、国内外の来場者に日本最古

のクラフト蒸留酒「琉球泡盛」をア

ピール 

 

過去３年間の取組を通じて明らかとな

ったノウハウ等を活かし、新たな販路

の創出だけでなく認知度の向上・輸出

量の増加に向けたモデル事業を創出す

る。 

過去３年間の取組を通じて明らかと

なったノウハウ等を活かし、新たな

販路の創出だけでなく認知度の向

上・輸出量の増加に向けたモデル事

業を創出する。 

過去３年間の取組を通じて明らかと

なったノウハウ等を活かし、新たな

販路の創出だけでなく認知度の向

上・輸出量の増加に向けたモデル事

業を創出する。 

引き続き泡盛の認知度の向上を図る。 

(沖縄県酒造組合) 
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・9月大阪・東京にて県主催の MICE

商談会に泡盛試飲ブースへ出展し、

来場者へ PR した。 

・11 月那覇市・沖縄市・名護市・宮

古市・石垣市の飲食店と連携した

「AWAMORI NO WA」（沖縄県琉球泡

盛等マーケティング強化事業）を開

催。期間中は泡盛とセットにした特

別メニューとして提携店舗および

泡盛消費 PR を実施。 

 

・11 月に泡盛月間イベントと合わ

せてユネスコ向け文化遺産登録 1

周年イベントを実施。泡盛セミナー

や杯売りによる PR を実施。 

(沖縄県酒造組合) 

 


